
　　
まちかど情報センターニュース ☎ 27－5171

詳しい内容につきましては、まちかど情報センターまでお問い合わせください。
　　 駐車場は、まちかど情報センター駐車場（向かい側）・市営駐車場をご利用ください。

まちかど情報センターは、NPO 法人まちづくり市民会議が管理運営を行っています

☆ 10 月のコミュニティ … どなたでも参加できます
◆第 82 回  まちかど音楽祭  10/  7（日）   14：00
◆おはなしなあに（読みきかせ会）
　　　　　　　　　　　　　 10/13（土）  14：00
◆折り紙教室　　　　　　　 10/27（土）  13：30
◆育児サークル（わんにゃん）　毎週火曜　 　 10：30
◆心と体の健康相談 / おしゃべり交流会
　　　　　　　　　　　　　　毎週水曜　　 10：00
◆日本語教室　　　　　     　　 毎週金曜　　 10：00
◆ちりめん小物つくり　　　　第 1･3 土曜   11：00

10月７日（日）14:00～

まちかど学習会

建築士会による
　　子供たちの絵画展
10月５日（金）～15日（月）まで開催中

あなたの Best Shot!　企画展

ミニギャラリー

☆テーマ☆ 未来に自分が住んでみたいまちや家

10 月 19 日（金）～ 11 月４日（日）

～ 病院（医者への上手なかかり方）～

講師　茨城県保健医協会会長
　　　　　　　　　松本　和美 先生

10 月 14 日（日） 14:00 ～ 16:00

※事前に電話で予約してください

新しく設置しました !!
じてんしゃ

図書館の本コーナー

絵本作家

『のぶみ』さんの本コーナー

ひ
ま
わ
り
の
館 

体
験
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

● 

ふ
れ
あ
い
お
茶
会 

●

　

友
達
・
家
族
で
、
世
界
に
１
個
だ

け
の
器
を
手
ひ
ね
り
で
楽
し
く
作
っ

ち
ゃ
お
う
！ 

秋
か
ら
新
メ
ニ
ュ
ー

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

講
師　

志
村　

義
明 

先
生

日
時　

10
月
28
日
、
11
月
18
日
、
12

月
23
日
、
20
年
１
月
27
日
、
２
月
24

日
、
３
月
30
日
の
日
曜
日
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

定
員　

25
名　

教
材
費　

１
０
０
０
円

※
作
品
は

当
日
の
持

ち
帰
り
で

は
な
く
、

約
２
か
月

後
に
渡
し

ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
初
め
て

の
方
で
も
気
軽
に
楽
し
く
お
茶
会
を

体
験
し
ま
し
ょ
う
！

講
師　

表
千
家 

金
山　

勝
子 

先
生

日
時　

10
月
28
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
正
午

定
員　

20
名

参
加
費　

１
０
０
０
円

※
道
具
は
、こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

  

● 

ふ
れ
あ
い
陶
芸
教
室 

●

雅 楽

会場　常陸國總社宮
石岡市総社2-8-1

出演者：新治雅楽会

　
第

82 回
 まちかど音楽祭

“ The まつり2007 ”

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６ 

ＦＡＸ
３
５
・
１
１
３
１

申
込
期
間　

10
月
５
日
～　

定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
30
分

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

２１　広報いしおか　№４８

行政相談委員に
　　　ご相談ください！

☆行政相談委員は、行政サービスに関
する苦情、行政の仕組みや手続きに関
する相談などを受け付け、その解決の
ための助言や関係機関に対する通知な
どを行っています。
　10 月６日（土）午前 10 時から午
後３時まで、市役所１階会議室にて特
設相談所を開設します。お気軽に相談
ください。

10 月 15 日（月）～ 21 日（日）は、
秋の行政相談週間です。

問い合わせ

市役所 秘書広聴課　
☎ 23-1111（内 212）
総務省 茨城行政評価事務所 行政相談課
☎ 029-221-3347

あなたにとって、今年のおま
つりはいかがでしたか？ 写
真を見ながら、あの感動を思
い出してみませんか。



　　　　　　　　　　　

　　　　　

ハーモニーコーナー
か
が
や

き
の　
未来を拓

ひひ

く

　男
ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

　ワーク・ライフ・バランス（仕事
と生活の調和）とは、誰もが、仕事・
家庭生活・地域生活・個人の自己啓
発など、さまざまな活動を、自らが
希望するバランスで展開できる状態
をいいます。このことは、「仕事と
充実」と「仕事以外の生活の充実」
の好循環をもたらし、多様性に富ん
だ活力ある社会を創り出す基盤とし
てとても重要です。
☆なぜ今、「ワーク・ライフ・バラ
ンス」なのでしょうか？
　少子高齢化・人口減少時代を迎え、
これまでの働き方では、個人だけで
なく、企業・組織、社会全体が持続
不可能になるおそれがあります。
①個人の生活にとっては……
・仕事と家庭の両立困難
・自己啓発や地域活動への参加困難
・長時間労働による心身への悪影響
⇨希望するバランス実現に必要
②社会全体にとっては……
・労働力不足の深刻化
・生産性の低下・活力の衰退
・少子化の急速な進行

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

契
約
を
解
除
し
た
い
時
、
条
件
を

満
た
し
て
い
る
契
約
に
つ
い
て
は
、

使
い
勝
手
の
よ
い
制
度
で
す
。

●
条
件
を
満
た
し
て
い
る
契
約
と
は

・
自
分
か
ら
店
に
出
向
い
て
い
な
い
。

・
広
告
・
雑
誌
な
ど
を
見
て
、
自
分

か
ら
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

し
込
ん
で
い
な
い
。

・
現
金
で
購
入
し
た
場
合
、
３
０
０
０

円
以
上
の
も
の
で
あ
る
。

・
契
約
書
面
を
受
け
と
っ
て
か
ら
、
８

日
（
※
20
日
も
あ
る
）
以
内
で
あ
る
。

・
消
耗
品
で
使
用
し
て
い
な
い
。（
細

か
い
規
定
が
あ
り
ま
す
）

・
営
業
の
た
め
に
契
約
し
た
も
の
で

は
な
い
。

・
通
信
販
売
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
乗
用
車
に
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
他
に
も
細
か
い
規
定
が
あ
り
ま
す

の
で
、
迷
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

も
う
一
度
『
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
』
制
度
の

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
！

ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて

 女性のための困りごと相談  
　　　　　　　13: 30〜 16:00

～ ひとりで悩まず、
　　　　　ぜひご相談ください ～
■市役所１階相談室　毎週木曜日　
■中央公民館相談室（八郷総合支所隣）
　毎月１回（今月は 10 月 23 日）
■問い合わせ・相談予約先　
　市役所 企画課 男女共同参画担当
　☎ 23 - 1111（内線 222）
　

～なぜ今、仕事と生活の調和が必要か？ ～

・地域社会のつながりの希薄化
⇨経済社会の活力向上に必要
③企業・組織にとっては……
・人材獲得競争の激化
⇨多様な人材を生かし、競争力を強
化するために必要
●グラフを見ると多くの既婚男性は
仕事・家庭・個人生活の両立を希望
していますが、現実には５割以上の
人が仕事優先で、希望と現実には大
きな開きがあることがわかります。

～内閣府男女共同参画会議・仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バランス）に関する専門調
査会報告（平成19年７月）から～

ワーク･ライフ･バランスの希望と現実（男性：既婚有業）

※「少子化と男女共同参画に関する意識調査」平成 18 年度より作成

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
午

後
４
時
30
分
ま
で

□□□－□□□□　　
　

○
○
県
○
○
市
○
○
町　

番
地

　
　
　

㈱
△
△
△
販
売
会
社　

御
中

　
　
　

　
　
　

配
達
記
録

　私は、貴社と次の契約をし
ましたが、解除します。

 ・契約年月日
 ・販売会社
 ・担当者
 ・商品名
 ・契約金額

　平成　年　月　日
　○○県○○市○○町　番地
　㈱△△△販売会社　
　　代表×××　殿

　自分の名前
　自分の住所

　

ハ
ガ
キ
に
内
容
を
記
入
し
、
本
人

の
控
え
と
し
て
１
部
コ
ピ
ー
を
取

り
、
配
達
記
録
郵
便
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
本
人
控
え
は
、
関
係
書
類
と

と
も
に
５
年
間
保
管
し
ま
し
ょ
う
）

広報いしおか　№４８　２２



　

 

市
民
ず
い
ひ
つ

善
意
の
心

　
　
　
　
　
　
　

山
口　

ふ
み
子

仲
秋
の
あ
る
日
、
友
人
と
音
楽

鑑
賞
に
出
掛
け
ま
し
た
。　
　
　

                   　

  

府
中
二　

山
口
ふ
み
子

幾
万
の
将
兵
水
漬
き
し
海
原
に
時

の
移
り
来
サ
ー
フ
ィ
ン
に
興
ず

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

老
い
た
る
と
わ
れ
思
は
ね
ど
身
に
つ

け
し
ス
カ
ー
ト
の
丈
長
く
な
り
た
り

総
社
一　

諏
訪
ハ
ツ
エ

和
菓
子
屋
の
玻
璃
戸
に
「
あ
ゆ
」
と
く

き
や
か
な
文
字
躍
り
い
て
夏
へ
と
移
る

茨
城
二　

大
澤　

酉
雄

高
々
と
雲
雀
さ
へ
づ
る
や
す
み
田

の
畦
に
す
が
し
く
合
歓
の
花
咲
く

山　

崎　

荒
井　

幸
子

甥
夫
婦
に
生
ま
れ
し
み
ど
り
ご
は
し
っ

か
り
と
小
さ
き
そ
の
手
に
夢
握
り
し
む

柿　

岡　

岩
田　

静
江

過
ぎ
来
し
の
確
執
消
え
て
入
院
の
夫

の
見
舞
い
に
幾
日
を
通
う

片　

野　

小
野
瀬
も
と

海
渡
り
行
く
日
も
近
し
小
燕
ら
稲
穂

の
上
を
か
す
め
つ
つ
飛
ぶ

柿　

岡　

小
林　

渥
子

改
築
を
今
が
チ
ャ
ン
ス
と
捉
へ
つ
つ

遺
し
置
く
も
の
捨
つ
る
も
の
選よ

る

　
　

俚

謡

　
　
　

国
府
六　

大
西　

和
子

星
に
な
っ
た
か　

玉
砕
兄
を

　

探
す
夜
空
の　

終
戦
日

　
　

俳

句

　
　

総
社
一　

一
色
し
の
ぶ

打
水
の
早
く
も
か
わ
く
二
枚
舌　
　

貝
地
二　

小
池
つ
と
夢

生
と
死
の
秒
間
を
鳴
く
夜
の
蝉

北
府
中　

野
村
畝
津
子

肩
の
荷
を
負
わ
ね
ば
老
化
百
日
紅

若
松
二　

石
塚　

た
か

亡
き
人
に
夏
の
セ
ー
ル
の
は
が
き
来
る

東
光
台　

 

野
村　

洋
子

大
人
び
て
労
う
言
葉
帰
省
の
子

井　

関　

坂
本　

ふ
く

野
良
仕
事
生
き
甲
斐
満
て
り
玉
の
汗

         

瓦　

谷　

石
田
誠
一
郎

『
つ
く
ば
ね
』
に
二
百
の
園
児
梅
雨
晴
る
る

瓦　

谷　

山
崎　

景
子

山
宿
の
一
品
料
理
冷
奴

宇
治
会　

秋
山　

享
弘

夏
山
に
伽
藍
の
威
容
浮
か
び
け
り

瓦　

谷　

萩
原　

梨
郷

親
鸞
の
説
法
石
や
苔
の
花

  　

    

短

歌

　
　
　
　

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

時
期
少
し
違
え
て
蒔
き
し
庭
畑
の
小
豆

稔
り
て
朱
色
は
じ
け
る

　
　
　
　

   

北
府
中
二　

 

梶
山
サ
ヨ
子

遠
巻
き
に
鳴
き
つ
ゝ
鳥
ら
空
を
と
ぶ

地
曳
網
ひ
く
わ
れ
の
頭
上
に

文
芸
い
し
お
か

根
当
西　

椎
名
加
都
子

星
に
祈
り
を　

捧
げ
た
乙
女

　

銀
河
仰
い
だ　

夏
の
夜

杉
並
一　

岩
城　

正
志

秘
め
た
想
い
を　

託
し
て
笹
に

　

結
ぶ
短
冊　

星
ま
つ
り

鹿
の
子
四　

小
畑　

す
み

友
の
旅
行
の　

形
見
に
な
っ
た

　

結
城
土
産
の　

小
物
入
れ

東
石
岡
四　

惣
野
代
英
子

京
の
宵
山　

祇
園
の
祭
り

　

粋
な
舞
妓
の　

流
し
帯

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

光
瞬
時
に　

走
っ
て
消
え
る

　

我
が
身
見
る
よ
な　

流
れ
星

下　

林　

 

加
藤 　

弥
生

愛
で
漕
ぎ
出
す　

絆
も
強
く

　

夢
の
開
店　

寿
司
暖の

れ
ん簾

下　

林　

関
口
み
ど
り

技
術
買
わ
れ
て　

渡
航
の
伜

　

夢
も
か
な
っ
て　

成
田
駅

下　

林　

岡
崎　

和
雄

夢
の
花
咲
く　

高
校
野
球

　

汗
が
輝
く　

甲
子
園

川　

又　

関　
　

清
志

乳
房
は
な
し
た　

寝
顔
の
坊
に

　

母
の
や
さ
し
い　

団
扇
風

　

駅
前
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
、

会
場
に
着
く
と
長
蛇
の
列
。
切
符

を
求
め
る
の
に
友
人
が
バ
ッ
ク
を

開
け
る
と
「
お
財
布
が
無
い
。
ど

う
し
よ
う
…
…
。
お
金
だ
け
で
な

く
他
に
大
事
な
物
が
入
っ
て
い
る

の
。
き
っ
と
タ
ク
シ
ー
の
中
で
落

と
し
た
と
思
う
の
」
と
言
っ
て
お

ろ
お
ろ
し
て
し
ま
う
。　
　
　
　

　

驚
い
て
私
は
「
本
当
、
ど
う
し

よ
う
」と
共
に
し
ば
し
思
案
し「
で

は
私
が
列
に
並
び
順
番
を
確
保
す

る
か
ら
、
受
付
に
届
け
て
み
た
ら

ど
う
か
し
ら
」
そ
の
言
葉
に
早
速

受
付
に
届
け
に
行
く
。　
　
　
　

　

こ
の
御
時
世
で
は
出
る
事
は
無

い
と
蔭
な
が
ら
祈
る
よ
う
な
気
持

ち
で
心
配
し
て
ま
す
と
、
先
程
の

萎
れ
た
顔
と
違
い
、
笑
顔
で
戻
っ

て
来
て
、
早
速
そ
の
経
緯
を
話
し

て
く
れ
た
事
に
依
る
と
、
受
付
で

一
応
、
住
所
氏
名
を
書
き
、
更
に

警
察
に
届
け
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た

の
で
、
署
の
所
在
を
教
え
て
も
ら

う
の
に
後
ろ
を
向
い
た
途
端
、
先

程
の
年
配
の
運
転
手
さ
ん
が
立
っ

て
い
て
「
こ
の
財
布
、
座
席
に
落

ち
て
ま
し
た
よ
。
お
客
さ
ん
の
と

思
い
急
い
で
戻
り
受
付
に
届
け
に

来
ま
し
た
」
と
の
事
。
感
激
し
、

幾
度
も
礼
を
言
い
、
何
が
し
か
包

み
、
心
ば
か
り
の
お
礼
と
思
い
差

し
出
す
と
、
固
辞
す
る
の
を
、
感

謝
の
意
を
込
め
無
理
に
受
取
っ
て

頂
い
た
と
の
事
で
し
た
。　
　
　

　

木
に
竹
を
つ
い
た
山
家
の
筧
も
蛇
口

ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
現
代
の
文
化
で
す
。

　

私
の
会
の
俚
謡
会
も
機
関
誌
を
自
己

出
版
し
て
い
ま
す
。
名
も
「
謡
ノ
泉
」

と
し
て
今
日
ま
で
続
い
て
居
り
ま
す
。

小
さ
な
唄
の
会
で
す
が
、
伝
統
を
守
り

続
け
、
三
四
四
三
三
四
五
で
謡
を
作
り

ま
す
。

　

仲
間
を
増
や
す
よ
う
呼
び
か
け
る
ん

で
す
が
「
年
金
だ
け
で
は
食
え
な
い
か

ら
、
謡
な
ぞ
作
る
ひ
ま
な
ぞ
な
い
よ
」

と
言
わ
れ
無
理
は
出
来
ず
会
員
が
増
え

ま
せ
ん
。
此
れ
も
現
代
の
世
か
と
ひ
と

り
な
げ
く
ば
か
り
で
す
。

　

筑
波
嶺
の
み
ね
よ
り
落
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
の
川

　
　

こ
ひ
ぞ
つ
も
り
て

　
　
　
　
　
　
　

淵
と
な
り
ぬ
る

　

私
も
井
戸
の
蛙
で
終
わ
ら
ず
に
、
百

人
一
首
の
こ
の
唄
の
よ
う
に
、
淵
と
な

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
協
会
だ
よ
り

俚
謡
に
つ
い
て

　
　
　
　

謡
ノ
泉
会
長　

白
井
冨
喜
江

　

い
ま
時
に
清
ら
か
な
話
。
そ
の
後
、

楽
し
く
音
楽
を
鑑
賞
す
る
。

２３　広報いしおか　№４８
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　　　再生紙70パーセントを使用しています。　　　 環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

わが家の アイドル

市村　友
ゆうり

梨 ちゃん（10か月）
大増

チャイルドシートに乗せるといつもご
きげんです！
パパ・ママから　優しい明るい子に
なってネ。

益子　樹
じゅり

里 ちゃん（５か月）
東大橋

毛布にかくれて、“いない・いない・
ばぁ”をするのが大好きです！
パパ・ママから　元気に育ってね。大
きくなったら、外で遊ぼうね♥

中嶋　彩
いろは

葉 ちゃん（１歳２か月）

　　染谷

毎日元気いっぱい笑顔が似合うみんな
のアイドル彩葉です！
パパ・ママから　優しい子に育ってね♥

菊まつり
10月 20日（日）～11月 25日（日）

　常陸風土記の丘では、10月20日から『常陸風土記の丘

菊まつり』を開催します。

　期間中は特作花壇や菊人形の展示のほか、石岡養菊会

による競技花の展示や菊鉢の販売などが行われます。期

間中使える無料招待券を利用して、家族や友達をお誘い

あわせのうえ、ぜひご来園ください。

 菊
ま
つ
り

無
料
招
待
券

※お
一人
様一
枚

■
問
い
合
わ
せ

　

常
陸
風
土
記
の
丘

　

石
岡
市
染
谷
１
６
４
６

　

☎
２
３
・
３
８
８
８

 1
0月
20
日
～
11
月
25
日

広報「いしおか」

広告募集します
　広報いしおかに有料広告を掲載しませんか？
　市では、広告掲載要望が多いため、広報いしおか
１日号にも広告掲載枠を拡大しました。11月から
は、来年４月１日号分までのご応募を随時受け付け
ています。
　ぜひ、ご応募ください。
◆広告掲載の申込資格

①市内または隣接市町村に住所を有する事業所等
②公共性を損なわないもの
◆広告料は（掲載１回につき）

１段　縦45㎜×横177㎜　　　20,000円
半段　縦45㎜×横86㎜　　　  10,000円
◆申し込み方法　
　広告掲載申込書に必要事項を記入のうえ、申し込
みください。（申込用紙は、秘書広聴課の窓口、ま
たはホームページからダウンロードできます）
※広告掲載枠には制限があり、申し込み順となります。
◆申し込み・問い合わせ

市役所 秘書広聴課
☎23-1111（内212）
ホームページ　http://www.city.ishioka.lg.jp/

※月曜日は休園です
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